
はじめに　リーフレット京都№

337 では平安京右京三条一坊六町

跡（藤原良
よし

相
み

邸、西三条第推定地）

の池から出土した仮名墨書土器を

紹介しましたが、同じ池からは漢

字を墨書した土器も多数出土して

います。西三条第の内部をうかが

う重要な資料であるため、改めて

紹介します。墨書土器は土師器

（土器１～６）が最も多く、次いで

灰釉陶器（土器７～９）、須恵器

（土器 10）、緑釉陶器（土器 11）の

順となります。

土器１　高杯の杯部上面に「三

条院鈎〔釣〕殿高坏」と書かれて

います。上面に墨書したのは、識

別を容易にするためであったとみ

られます。「三条院」はこの六町が

「西三条第」であったことを示す有

力な証拠です。「鈎
まがり

」の字は「釣
つり

」

と同意語とされ、鈎殿と書いて釣

殿と理解します。「高坏」は器の名

称そのものです。

土器２　高杯の脚部外面の２つ

の面に「政所」と墨書しています。

どの向きに置いてもわかるため

だったのでしょう。政
まんどころ

所は邸宅内

の雑務を処理する家政機関を指し

ます。

土器３　高杯の脚部内面に「〔膳〕 

所」の墨書があります。「膳
かしわどころ

所」と

すると、調理や配膳を行なう機関

を意味し、そこで使用される器の

意味があったのでしょう。こちら

は脚部裏側の目立たない場所に墨

書されています。

土器４　杯の内面に「〔月〕」、外

面に「今」「苑」「筧」「處」「坏」

「月」の墨書が認められます。内面

には墨痕もあり、習書（字の練習）

をしたことがわかります。「月」が

２箇所あることは観月に関わる内

容を記した可能性を示します。そ

うすると、「坏」は天空にかかる

「月」にかけたとも思われます。邸

内で詩文のやりとりがあったこと

を示す資料かも知れません。

土器５　杯の内面に「大　〔身〕」

「鴈 〔主〕」「〔夫〕〔夫〕 夫」、外面

に「夫天 飯 〔米〕」の文字が重な

るように書かれており、墨痕鮮や

かな習書の資料です。果たして何

を書こうとしたのでしょうか。

土器６　杯の内面に丁寧な楷書

体で「雑離」と書かれています。

この句は『大方等大集経』などの

教典にあり、写経の一部とみられ

ます。藤原良相が篤
あつ

い信仰心をもっ

ていたことは、史料からも知られ

るところです。

次に紹介する灰釉陶器は、釉が

掛からない底部に墨書したものが

出土します。一字のみ墨書したも

のが多く、この場合は器の所属機

関が書かれたようです。
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土器７　椀の底部外面に「内」

と書かれています。通常「内」と

墨書すると内裏を思わせますが、

邸宅の内部を指すかも知れません。

土器８　椀の内面中央に「庄」、

同じく外面中央にも「庄」と書か

れています。藤原良相は、左京六

条の自宅に一族の中の自立できな

い者を修養する施設（崇
すう

親
しん

院
いん

）を

建て、庄園からの収入を経費に当

てました（『日本三代実録』貞観９

年の藤原良相薨
こうでん

伝）。「庄」の字は

庄園を指す可能性があります。

土器９　椀の底部外面に大きく

「太一」と墨書されます。太
たい

一
いつ

は天

神祭祀の中心に位置する北極星を

指し、陰陽道祭祀で使用されたと

みられます。

土器 10　須恵器壷の体部内面に、

つくりが月の字と「兵」が４箇所

以上並びます。大きな墨痕もあり、

墨壷で筆を整えて「兵」の字を何

度も練習したようです。ちなみに

藤原良相は近衛大将の立場から「承

和の変」（842 年）では兵を率いて

皇太子（恒貞親王）の座所を包囲

しました。また「応天門の変」（866

年）でも兵を率いたとされます。

土器 11　緑釉陶器椀の底部外面

に「四条」と墨書されています。

この椀は山城産で、底部に釉を掛

けなかったために墨書が可能でし

た。ただし「四条」が何を意味す

るかはわかりません。また「條」

を略した「条」の字を使用してい

ます。

まとめ　土師器高杯の土器１・

２・３と灰釉陶器の土器７は建物

や施設名を記しており、西三条第

内部の配置をうかがう好資料とい

えます。一方の土器４・５・10 に

は習書がみられ、邸内に文字を書

く人が多数いたことが知られます。

貞観８年（866）３月に清和天皇が

西三条第に行幸した際の記述に「文

人を喚
め

して百花亭の詩を賦
ふ

す」と

あるのが参考になります。土器６

は仏教、土器９は陰陽道に関連し、

邸内での宗教・信仰をうかがう資料

です。

『日本三代実録』には貞観元年

（859）３月から約１年間、皇太后藤

原順
のぶ

子
こ

が西三条第に滞在したとの記

述があります。藤原順子は仁明天皇

女御で文徳天皇の母、清和天皇には

祖母に当たります。兄に藤原良房、

弟に藤原良相があり、藤原氏一門が

繁栄する基礎を築きました。土器１・

２・３・７は藤原順子の西三条第滞

在に関連するかも知れません。

貞観８年には清和天皇の行幸があ

り、藤原良相の権威は頂点に達しま

す。しかし閏
うるう

３月に起きた「応天門

の変」では伴
とものよしお

善男と謀って左大臣源

信
まこと

の排斥に組し、没落を早めます。

良相の長男常
つねゆき・ときつら

行が貞観 17 年（875）

に世を去ると、西三条第は衰退し、

やがて一族は左京に移動していった

ものと思われます。池から出土した

多くの遺物は、西三条第の繁栄を今

に伝える証拠の品といえましょう。

	 （丸川義広）
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